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久
下
田
祇
園
祭

№ 226
夏
2023

　
「
久
下
田
祇
園
祭
」
は
、
７

月
14
日（
金
曜
日
）〜
16
日（
日

曜
日
）
の
三
日
間
に
わ
た
り
真

岡
市
久
下
田
駅
通
り
周
辺
で
開

催
さ
れ
4
年
ぶ
り
の
大
神
輿
の

渡
御
は
高
揚
感
に
沸
き
ま
し
た
。

大
正
９
年
７
月
か
ら
数
え
令
和

２
年
７
月
で
百
周
年
を
迎
え
ま

し
た
大
神
輿
は
、
大
規
模
な
修

繕
を
終
え
、
華
や
か
な
姿
に
よ

み
が
え
り
今
回
、
久
下
田
大
神

輿
建
立
後
の
お
披
露
目
渡
御
と

な
り
ま
し
た
。
本
年
は
、
町
内

氏
子
の
み
の
渡
御
で
千
代
ヶ
丘

八
幡
宮
か
ら
宮
出
し
を
し
て
久

下
田
地
内
を
ま
わ
り
駅
前
ど
ん

と
こ
い
広
場
に
御
仮
屋
を
置
き
、

夜
渡
御
を
二
日
間
行
な
っ
て
翌

日
、
宮
入
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

久
下
田
の
大
神
輿
は
高
さ
２

·

５
ｍ
、
と
ん
ぼ
の
長
さ
は
７·

５
ｍ
あ
り
、
総
重
量
１·

５
ト

ン
と
非
常
に
大
き
く
、
更
に
担

ぎ
手
の
威
勢
の
良
い
掛
け
声
と

共
に
熱
気
で
包
ま
れ
、
金
色
の

装
飾
を
施
し
た
大
神
輿
が
ひ
と

き
わ
輝
い
て
い
ま
し
た
。
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真
岡
法
人
会
第
11
回
通
常
総
会

諸
伏
会
長
が
再
任

　
（
一
社
）
真
岡
法
人
会
第
11
回
通
常
総

会
が
去
る
６
月
１
６
日
（
金
）「
フ
ォ
ー

シ
ー
ズ
ン
静
風
」
で
行
わ
れ
、
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、
支
部
選
出
の
理

事
・
監
事
２
９
名
が
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。
総
会
終
了
後
に
開
か
れ
た
第
2
回

理
事
会
に
お
い
て
、
理
事
互
選
に
よ
る
正

副
会
長
の
選
出
で
は
、
会
長
に
諸
伏
勇
治

氏
、
副
会
長
に
は
、
５
月
３
０
日
に
ご
逝

去
さ
れ
た
市
貝
支
部
の
阿
部
正
機
氏
の
後

任
に
田
村
浩
次
氏
が
選
出
さ
れ
、
他
の
支

部
長
５
名
は
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
理
事
に
、
大
瀧
泰
一
氏
、
廣

澤
雅
信
氏
、
城
野
徹
氏
、
川
掘
哲
男
氏
の

4
氏
と
新
監
事
に
は
、
山
口
久
一
郎
氏
、

杉
村
秀
夫
氏
が
選
任
さ
れ
、
関
口
勝
義
氏

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、
来
賓
に
高
橋
徹
真
岡
税
務

署
長
は
じ
め
、
篠
原
宣
之
真
岡
商
工
会
議

所
会
頭
、
大
友
克
雄
関
東
信
越
税
理
士
会

真
岡
支
部
長
、
石
田
順
一
真
岡
間
税
会
長
、

郡
内
各
商
工
会
長
、
受
託
保
険
会
社
な
ど
、

来
賓
多
数
の
ご
臨
席
と
会
員
、
関
係
者
合

わ
せ
て
８
８
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

議
事
は
、
委
任
状
を
含
め
５
９
０
名
で

過
半
数
を
超
え
、
本
総
会
及
び
議
決
は
全

て
適
法
に
成
立
す
る
旨
を
報
告
し
、
定
款

の
定
め
に
よ
り
諸
伏
会
長
が
議
長
と
な
り

議
事
録
署
名
人
柳
登
良
造
氏
と
堀
口
真
男

氏
を
指
名
し
議
事
進
行
し
ま
し
た
。

　

第
１
号
議
案
の
令
和
４
年
度
事
業
報
告

並
び
に
第
２
号
議
案
の
令
和
４
年
度
収
支

決
算
書
承
認
の
件
は
、
い
ず
れ
も
満
場
一

致
で
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

報
告
の
中
で
、
社
団
化
十
周
年
記
念
事

業
と
し
て
、
三
浦
瑠
麗
記
念
講
演
を
計
画

し
た
が
、
諸
般
の
事
業
等
に
よ
り
中
止
と

な
っ
た
こ
と
。
法
人
会
の
基
盤
で
あ
る
組

織
の
拡
大
に
つ
い
て
、
役
員
、
金
融
機
関
、

受
託
保
険
会
社
皆
様
の
協
力
を
得
て
新
規

会
員
獲
得
を
推
進
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
な
ど
も
あ
り
思

う
よ
う
な
獲
得
推
進
が
出
来
ず
、
加
入
率

は
前
年
比
で
１.

６
％
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、

会
費
収
入
は
本
年
度
も
減
収
と
な
っ
た
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
説
明
が

あ
っ
た
。

　

議
案
終
了
後
に
、
真
岡
税
務
署
表
彰
が

あ
り
、
故
阿
部
正
機
様
に
高
橋
署
長
か
ら

感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
法
人
会

功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
令
和
４
年
度
中

に
福
利
厚
生
制
度
の
加
入
推
進
に
功
績
が

あ
っ
た
個
人
と
法
人
に
対
し
感
謝
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
去
る
６
月
２
２
日
、
県
法
連
総

会
が
開
催
さ
れ
、
席
上
、
長
年
に
わ
た
り

法
人
会
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
役
員
に
対

す
る
表
彰
が
行
わ
れ
、
当
会
か
ら
４
名
が

受
賞
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

選
任
さ
れ
た
役
員
の
方
は
次
の
方
々
で
す
。

会　

長　
　

諸
伏
勇
治

副
会
長　
　

秋
山
康
雄　
　

新
井　

明

　

〃　
　
　

篠
原
泰
三　
　

高
松
壽
太
郎

　

〃　
　
　

田
村
浩
次　
　

杉
田
貞
一
郎

理　

事　
　

坂
本
好
夫　
　

城
野　

徹

　

〃　
　
　

柳
登
良
造　
　

伊
藤　

正

　

〃　
　
　

堀
口
真
男　
　

渡
辺
成
行

　

〃　
　
　

宇
賀
神
裕
一　

河
野　

遵

　

〃　
　
　

大
瀧
泰
一　
　

川
堀
哲
男

　

〃　
　
　

廣
澤
雅
信　
　

堀
内
一
浩

　

〃　
　
　

久
保
田
正　
　

小
玉
裕
一

　

〃　
　
　

木
村
芳
之　
　

荻
野
博
志

　

〃　
　
　

萩
原
新
也　
　

大
瀧
陽
子

　

〃　
　
　

石
塚　

晃

監　

事　
　

山
口
久
一
郎　

関
口
勝
義

　

〃　
　
　

杉
村
秀
夫

相
談
役　
　

石
坂　

博

顧　

問　
　

小
林
克
男

※
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

【
全
国
法
人
会
総
連
合
会
長
表
彰
】

　

柳　

登
良
造
（
真
岡
支
部
）

【
栃
木
県
法
人
会
連
合
会
長
表
彰
】

　

大
瀧　

陽
子
（
真
岡
支
部
）

　

久
保
田　

正
（
二
宮
支
部
）

　

城
野　
　

徹
（
益
子
支
部
）

【
真
岡
法
人
会
長
表
彰
】

　

櫻
井　

瞳
（
大
同
生
命
推
進
員
）

　

古
久
保
成
昭(AIG

・ICA

社
員
）

　

足
利
不
動
産
㈱
（
ア
フ
ラ
ッ
ク
推
進
代

　

理
店
）
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第
１

　

第
１
11
回回

女
性
部
会
総
会
開
催　

女
性
部
会
総
会
開
催　

　

青
年
部
会

第
１
1
回
通
常
総
会
開
催

　

一
般
社
団
法
人
真
岡
法
人
会
青
年
部
会

の
第
１
１
回
通
常
総
会
は
、
去
る
６
月
２

９
日
（
木
）
午
後
６
時
０
０
分
か
ら
真
岡

市
青
年
女
性
会
館
で
、
真
岡
税
務
署
か
ら

高
橋
署
長
、
鯉
沼
統
括
、
岩
木
上
席
、
秋

山
法
人
会
副
会
長
を
来
賓
に
迎
え
、
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
荻
野
博
志
部
会
長
が
議
長
と

な
り
議
事
を
進
行
し
、
令
和
４
年
度
事
業

報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告
、
令
和
５
年

度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
案
の
提
出
、

議
案
す
べ
て
満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
役
員
改
選
が
あ
り
、
橋
本
副

部
会
長（
市
貝
）と
小
玉
副
部
会
長（
芳
賀
）

　

６
月
２
８
日
（
水
）
午
前
１
１
時
か
ら

真
岡
市
台
町
の
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
静
風
に

て
、
女
性
部
会
の
第
１
１
回
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
高
橋
真
岡
税
務
署
長
、

税
務
署
法
人
課
税
部
門
鯉
沼
統
括
官
、
岩

木
上
席
、
諸
伏
法
人
会
長
を
来
賓
に
お
迎

え
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
大
瀧
陽
子
部
会
長
が
議
長
と

な
り
議
事
を
進
行
し
、
令
和
４
年
度
事
業

報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告
、
令
和
５
年

度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
案
、
全
議

案
を
い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
役
員
改
選
の
年
に
あ
た
り
、

Before After

おかげさまで 法人化10周年

これからもお客様の笑顔のために

(株)SKB

屋根・外壁リフォームは
(株)SKB

HP：https://www.skb-inc.com/
TEL：０７０－３３９７－５２０３

水
沼
理
事
（
芳
賀
）
が
退
任
。
新
た
に
市

貝
支
部
よ
り
山
田
靖
浩
氏
、
芳
賀
支
部
よ

り
安
齋
哲
夫
氏
が
新
副
部
会
長
に
。
ま
た
、

新
理
事
に
は
阿
部
正
紀
氏
（
市
貝
）、
平

石
知
宏
氏
。
他
１
１
名
は
再
任
に
て
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
年
部
会
で
は
本
年
度
も
、
社
会
貢
献

活
動
と
し
て
地
元
の
小
学
６
年
生
を
対
象

と
し
た
租
税
教
室
（
４
校
担
当
）
や
、
全

国
青
年
の
集
い
（
山
形
大
会
）
へ
の
参
加

等
、
前
年
度
の
事
業
を
継
続
し
て
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
を
「
け
や
き
会
館
」
へ

移
動
し
て
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

菊
地
理
事
が
退
任
、
阿
久
津
監
事
が
理
事

に
、
新
た
に
監
事
に
齊
藤
聖
子
氏
が
就
任
、

他
１
３
名
は
再
任
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

女
性
部
会
で
は
本
年
度
も
、
社
会
貢
献

活
動
と
し
て
地
元
の
小
学
６
年
生
を
対
象

と
し
た
「
租
税
教
室
」
や
「
第
１
２
回
税

に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
実

施
等
、
租
税
教
育
事
業
と
各
種
研
修
会
を

通
し
て
会
員
相
互
の
交
流
を
深
め
る
事
業

を
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

総
会
前
に
、
税
務
研
修
会
を
実
施
し
、

真
岡
税
務
署
の
岩
木
上
席
よ
り
「
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
」
に
つ
い
て
、
最
新
版
の
解
説

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
用
い
て 

判
り
や
す
く
ご
説
明

頂
き
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
研
修
後
に
は

昼
食
会
を
行
い
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

l
tudio

M
PS

iann ng

株式会社宮田精機
製缶 ・精密板金 ・機械加工

プラント ・ 配管工事

鉄 ・ ステンレス ・ アルミ溶接

- 欲しいをかたちに -

●アイアン家具製造、 販売
オーダーメイド製作

●レーザー彫刻
薄い木材 ・ アクリル等のカット
木材 ・ アクリルへの彫刻

●ＵＶ印刷
木・ アクリル ・ 紙 ・ 人口皮革 ・ ガラス
アルミ ・ タイル等へのダイレクトカラー印刷
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支
部
総
会

　

６
支
部
の
通
常
総
会
が
、
５
月
中
旬
か

ら
６
月
上
旬
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
真
岡
支
部
】

○
開
催
日　

５
月
２
９
日
（
月
）

○
場　

所　

真
岡
商
工
会
議
所

○
出
席
者　

４
９
名

【
二
宮
支
部
】

○
開
催
日　

６
月
７
日
（
水
）

○
場　

所　

駅
前
ど
ん
と
こ
い
広
場

○
出
席
者　

１
３
名

【
益
子
支
部
】

○
開
催
日　

５
月
１
７
日
（
水
）

○
場　

所　

ア
プ
ロ
ー
ズ
益
子

○
出
席
者　

２
２
名

【
茂
木
支
部
】

○
開
催
日　

６
月
２
日
（
金
）

○
場　

所　

大
瀬
観
光
や
な

○
出
席
者　

２
９
名

【
市
貝
支
部
】

○
開
催
日　

６
月
９
日
（
金
）

○
場　

所　

市
貝
町
商
工
会
館

○
出
席
者　

１
４
名

　

支
部
長
に
田
村
浩
次
氏

【
芳
賀
支
部
】

○
開
催
日　

６
月
８
日
（
木
）

○
場　

所　

芳
賀
町
商
工
会
館

○
出
席
者　

１
２
名
参
加
。

益子支部

芳賀支部

二宮支部

茂木支部

真岡支部
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定期人事異動（令和５年７月10日付）

真
岡
税
務
署
長

�

小
平
　
吉
秋

着
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
関
東
信

越
国
税
局
課
税
第
一
部
統
括
国
税
実
査
官

か
ら
真
岡
税
務
署
長
と
し
て
着
任
し
ま
し

た
小
平
で
ご
ざ
い
ま
す
。
前
任
の
高
橋
同

様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

諸
伏
会
長
を
は
じ
め
真
岡
法
人
会
の
皆

様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
会
の
事
業
活
動
を

通
じ
ま
し
て
、
税
務
行
政
全
般
に
わ
た
り
、

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
真
岡
税
務
署
の
勤
務
は
初
め
て
で

す
が
、
豊
か
な
自
然
と
先
進
の
工
業
が
融

合
す
る
こ
の
地
で
仕
事
が
で
き
ま
す
こ
と

を
大
変
光
栄
に
思
う
と
と
も
に
、
そ
の
職

責
の
重
大
さ
を
改
め
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

本
事
務
年
度
も
私
以
下
二
七
名
の
職
員

で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
職
員
一
同

一
丸
と
な
っ
て
、
信
頼
さ
れ
る
税
務
行
政

の
推
進
に
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

法
人
会
は
、「
よ
き
経
営
者
を
め
ざ
す

も
の
の
団
体
」
と
し
て
、
納
税
意
識
の
向

上
と
企
業
経
営
及
び
社
会
の
健
全
な
発
展

に
貢
献
す
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
組

織
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、「
決
算
期

別
説
明
会
」
や
「
新
設
法
人
説
明
会
」
等

の
開
催
の
ほ
か
、「
実
務
者
講
演
会
」
の

開
催
な
ど
、
活
発
な
事
業
活
動
を
展
開
さ

れ
、
会
員
の
自
己
啓
発
を
積
極
的
に
支
援

し
、
納
税
意
識
の
向
上
と
企
業
経
営
並
び

に
社
会
の
健
全
な
発
達
に
貢
献
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
子
供
た
ち
に
対
す
る
租
税
教
育

活
動
の
推
進
に
力
を
入
れ
、
青
年
部
会
並

び
に
女
性
部
会
に
よ
る
「
租
税
教
室
」
へ

の
講
師
派
遣
及
び
女
性
部
会
を
中
心
と
し

た「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
実
施
な
ど
、
税
知
識
の
普
及
と
納
税
意

識
の
高
揚
を
促
す
様
々
な
活
動
を
展
開
さ

れ
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
真
岡
法
人
会
の
皆
様
が
、

税
務
の
よ
き
理
解
者
と
し
て
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
は
誠
に
心
強
い
限
り
で

あ
り
、
諸
伏
会
長
を
は
じ
め
役
員
の
皆
様

方
の
卓
越
し
た
ご
指
導
の
下
、
会
員
の
皆

様
の
日
頃
の
ご
努
力
の
賜
物
と
深
く
敬
意

を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
ど
も
国
税
当
局
は
「
納
税
者

の
自
発
的
な
納
税
義
務
の
履
行
を
適
正
か

つ
円
滑
に
実
現
す
る
。」
こ
と
を
使
命
と

し
て
お
り
、「
適
正
か
つ
公
平
な
賦
課
・

徴
収
の
実
現
」
を
図
る
た
め
、
調
査
・
徴

収
事
務
の
効
率
化
・
高
度
化
を
行
い
、
適

正
課
税
の
確
保
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
年
十
月
に
は
適
格
請
求
書
等
保
存
方

式
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
開
始

さ
れ
ま
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て

は
、
事
業
者
の
皆
様
に
制
度
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
の
実
態
に
応
じ
た
対
応
を
進
め
て
い

た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
税
務
署
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
事
業
者
の
皆
様
が
不
安

な
く
必
要
な
対
応
を
進
め
、
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
が
円
滑
に
開
始
さ
れ
る
よ
う
、
今
後

と
も
周
知
・
広
報
等
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
課
題
を
解
決
し

て
い
く
た
め
に
は
、
私
ど
も
の
力
の
み
で

は
自
ず
と
限
り
が
あ
り
、
貴
会
の
皆
様
の

お
力
添
え
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
と
も
税
務
行
政
の
良
き
理
解
者
と
し

て
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
真
岡
法
人
会

の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
方
の

ご
健
勝
と
事
業
の
ご
繁
栄
を
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、
着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

役職 前任者 新任地 後任者 前任地

署長 高橋　徹 関東信越国税局調査査察部 小平　吉秋 関東信越国税局課税第一部

総務課長 砂川　靖幸 下館税務署 吉川　修一 関東信越国税局徴収部

管理運営・徴収部門統括官 渡邉　和行 留任

個人課税部門統括官 印南　和夫 留任

法人課税部門統括官 鯉沼　恭子 留任

総務課総務係長 青木　宣貴 関東信越国税局調査査察部 萩原　庸光 大田原税務署



第226号 令和5年8月7日（6）

5 月 1 日（月）七井小学校（青年部会）
（講師）萩原一貴（益子）

6月 13 日（火）芳賀東小学校（女性部会）
（講師）久保法子、松本恵子、諸伏比砂子（真岡）

6月 21 日（水）西田井小学校（女性部会）
（講師）永田明子、松本恵子、諸伏比砂子、渡邉佳子（真岡）

6月 19 日（月）大内中央小学校（女性部会）
（講師）黒子孝子、永田真紀子、松本恵子（真岡）

6月 20 日（火）大内東小学校（青年部会）
（講師）伊澤　学（真岡）

　

令
和
５
年
度

「
租
税
教
室
」
開
催

　

法
人
会
青
年
部
会
・
女
性
部
会
が
担
当

し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
税
に
関
す
る
啓

蒙
活
動
の
一
つ
で
あ
る
、
小
学
校
６
年
生

を
対
象
に
し
た
「
租
税
教
室
」
を
、
本
年

度
は
８
校
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
は
既
に
５
校
開
催
し
て
お
り
、
講

師
は
、
青
年
部
会
と
女
性
部
会
の
部
会
員

が
そ
れ
ぞ
れ
地
元
の
小
学
校
を
担
当
。
税

金
に
関
す
る
ク
イ
ズ
（
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー

ト
を
使
用
）
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ア
ニ
メ
の
鑑
賞
な

ど
を
通
し
、
税
金
の
使
い
み
ち
、
役
割
等
、

解
り
や
す
く
説
明
し
、
最
後
に
一
億
円
の

現
金
レ
プ
リ
カ
（
重
さ
10
㎏
）
を
使
用
し

て
児
童
の
み
な
さ
ん
に「
一
億
円
の
重
み
」

を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

講
師
を
務
め
て
頂
い
た
皆
様
、
大
変
ご

苦
労
様
で
し
た
。

代表取締役　　大 森　堅 一
〒321-4531 栃木県真岡市青田 62

ＴＥＬ．0285-74-1343

ＦＡＸ．0285-74-0980
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一
泊
研
修
会

二
宮
支
部

　

草
津
温
泉
の
今
と

現
在
の
八
ツ
場
ダ
ム　

益
子
支
部
研
修
旅
行

女
性
部
研
修
旅
行

市
貝
支
部

　

６
月
17
日
（
土
）
か
ら
18
日
（
日
）
に

か
け
て
、
15
名
の
参
加
で
草
津
・
八
ツ
場

ダ
ム
方
面
へ
の
研
修
旅
行
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

ま
ず
は
２
０
２
０
年
に
完
成
し
た
八
ツ

場
ダ
ム
方
面
へ
。
連
日
の
梅
雨
空
が
う
そ

の
よ
う
に
晴
れ
渡
り
、
あ
が
つ
ま
湖
に
架

か
っ
た
３
本
の
巨
大
な
橋
や
展
望
台
か
ら

は
壮
大
な
景
色
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
世
界
初
の
技
術
で
造
ら
れ
た
建
造
物

が
大
自
然
と
見
事
に
調
和
し
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。

　

午
後
は
宿
泊
地
で
あ
る
草
津
温
泉
に
向

か
い
ま
し
た
。
下
降
の
一
途
だ
っ
た
観
光

客
を
呼
び
戻
そ
う
と
、
現
町
長
が
「
１
０

０
年
先
に
も
通
じ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
湯
畑
周
辺
を
開
発
し
ま
し

た
。
２
０
１
７
年
に
は
ア
ジ
ア
都
市
景
観

賞
を
受
賞
し
て
お
り
、
た
く
さ
ん
の
観
光

客
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
夜
に
な
る
と
湯

畑
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
若
い
人
た
ち

が
カ
メ
ラ
を
向
け
て
い
る
様
子
が
印
象
的

で
し
た
。

　

翌
日
は
栗
と
北
斎
の
ま
ち
小
布
施
方
面

へ
。
途
中
、
ス
カ
イ
レ
―
タ
―
や
リ
フ
ト

を
乗
り
継
ぎ
横
手
山
山
頂
へ
。
信
州
の
雄

大
な
自
然
が
明
日
か
ら
の
糧
と
な
り
ま
し

た
。

　

当
日
は
車
内
で
税
金
に
関
す

る
D
V
D
を
鑑
賞
し
、
国
会

を
佐
藤
勉
議
員
の
御
子
息
の
案

内
で
見
学
、
税
金
の
使
い
道
が

決
め
ら
れ
る
そ
の
場
を
実
感
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
東
京
の
指

定
文
化
財
で
も
あ
る
赤
坂
プ
リ

ン
ス
ク
ラ
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
で
楽

し
く
ラ
ン
チ
を
味
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
靖
国
神
社
で
は
平
和
に
感

謝
し
て
実
り
の
あ
る
一
日
で
し

た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
と
な
っ
て
い
た
視
察

研
修
会
を
６
月
２
８
日
か
ら
１
泊
２
日
で

北
海
道
北
広
島
市
方
面
へ
研
修
を
行
い
ま

し
た
。
初
日
は
、
２
０
２
３
年
3
月
開
業

し
た
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
本
拠
地

と
な
っ
た
新
球
場
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル

ド
H
O
K
K
A
I
D
O
の
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
ガ
ー
ル
の
案
内
に
よ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド

ウ
ォ
ー
ク
や
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ク
ラ
ブ
シ
ー

ト
の
見
学
ツ
ア
ー
と
、
周
辺
エ
リ
ア
を
含

め
た
北
海
道
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
F
ビ
レ
ッ

ジ
を
視
察
し
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
施
設

も
あ
り
地
元
観
光
や
来
場
者
に
よ
る
地
域

活
性
化
の
期
待
も
大
き
い
様
子
で
し
た
。

二
日
目
は
、
さ
っ
ぽ
ろ
朝
市
や
改
修
中
で

し
た
が
北
海
道
庁
旧
本
庁
舎
や
札
幌
大
通

り
公
園
の
街
並
み
を
見
学
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
あ
け
で
国
内
外
問
わ
ず
観
光
客
が
と

て
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
売

上
に
繋
が
っ
て
い
な
い
よ
う
で
消
費
者
動

向
を
体
感
で
き
た
有
意
義
な
二
日
間
の
研

修
で
し
た
。
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納付書の事前送付に関するお知らせ

　国税庁では、「あらゆる税務手続が税務署に行かずにできる社会」の実現に向けて、

キャッシュレス納付の利用拡大に取り組んでいるところ、社会全体の効率化と行政コスト

抑制の観点を踏まえ、令和６年５月以降に送付する分から、e-Tax により申告書を提出し

ている法人の方などについて、納付書の事前の送付を取りやめることとしております。

　納付書の事前の送付を行わないこととなる方は次のとおりです。

《事前送付を行わないこととなる方》

○　e-Tax により申告書を提出されている法人の方

○　e-Tax による申告書の提出が義務化されている法人の方

○　e-Tax で「予定納税額の通知書」の通知を希望された個人の方

○　「納付書」を使用しない次の手段により納付されている法人・個人の方

 ・ダイレクト納付（e-Tax による口座振替）

 ・振替納税

 ・インターネットバンキング等による納付

 ・クレジットカード納付

 ・スマホアプリ納付

 ・コンビニ納付（ＱＲコード）

（注） １　現在、e-Tax を利用されず、税務署から送付された納付書で納付されている方な

ど納付書を必要とされる方に対しては、引き続き、納付書を送付する予定としてお

ります。

 ２　源泉所得税の徴収高計算書については、引き続き送付する予定ですが、電子申

告及びキャッシュレス納付を是非ご利用ください。

 ３　「ＱＲコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

　国税庁では、納税者の方が納付書を手書きで作成する手間を省くと共に、税務署や金融

機関の窓口に行かなくても国税の納付ができるよう、キャッシュレス納付をご用意してお

ります。 

　キャッシュレス納付については、納付の手続をより簡単・便利に行うことが可能であり、

納付書が不要となります。 

　納付書の事前の送付を行わないこととなる方におかれましては、キャッシュレス納付を

是非ご利用ください。

▽国税の納付はキャッシュレス納付が便利です。

　皆様のご理解とご協力をお願いいたします。
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渡
辺　

千
紘
さ
ん

に
の
み
や
商
工
会

職
場
の
花

　

本
年
の
4
月
か
ら
、
に
の
み
や
商
工
会

に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
主
に
記
帳
機
械
化
事
業
を
担

当
す
る
と
と
も
に
、
商
工
会
が
行
っ
て
い

る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
携
わ
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
知
識
が
豊
富
な
先
輩
職
員
の

よ
う
に
な
れ
る
よ
う
、
研
修
へ
の
参
加
や
、

資
格
取
得
に
向
け
た
勉
強
に
励
ん
で
お
り

ま
す
。

　

社
会
人
1
年
目
の
た
め
、
し
ば
ら
く
は

慣
れ
な
い
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
一
日
で

も
早
く
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
真

摯
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

決
算
期
別
説
明
会
並
び
に

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

　

当
会
と
真
岡
税
務
署
共
催
の
決
算
期
別

説
明
会
並
び
に
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

を
左
記
の
通
り
行
い
ま
す
。
ご
出
席
い
た

だ
く
場
合
は
、
ご
都
合
の
よ
い
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
今
回
は
７
・
８
・
９
月

決
算
の
法
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

開
催
日
時

会
場

令
和
５
年

８
月
２
１
日
（
月
）

１
４
時
〜
１
５
時
３

０
分

益
子
町
商
工
会

益
子
町
益
子

２
０
４
４
―
１

令
和
５
年

８
月
２
２
日
（
火
）

１
４
時
〜
１
５
時
３

０
分

真
岡
商
工
会
議
所

真
岡
市
荒
町

１
２
０
３

※
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
状
況
に
よ
り
説
明
会
当
日
に
急
遽
開
催

を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ご
了
承
下
さ
い
。

真
岡
法
人
会

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

4
年
ぶ
り
開
催

　
●
12
月
5
日
㈫

　
●
益
子
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

詳
細
は
次
号
に
て

お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

電気設備工事　空調設備工事

株式会社三橋電設
代表取締役　三橋 一成

〒 321-4531　栃木県真岡市青田 78

TEL 0285-74-2295

FAX 0285-74-2841

e
-m
a
il　
k
z-
m
ih
a
s
h
i@
m
ih
a
s
h
i-e
le
c
tr
ic
.c
o
m

w
w
w
.m
ih
a
s
h
i-e
le
c
tr
ic
.c
o
m
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（一社）栃木県法人会連合会 

  

  

  

  

 

 

１１．．日日    時時  令令和和５５年年９９月月２２９９日日（（金金））午午後後１１時時３３００分分～～  

２２．．場場    所所  「「宇宇都都宮宮市市文文化化会会館館  小小ホホーールル」」（駐車場 500台あり） 

     宇宇都都宮宮市市明明保保野野町町 77--6666  TTEELL  002288--663366--22112211  

３３．．研研 修修 会会      

本本年年 1100月月かからら始始ままるる消消費費税税ののイインンボボイイスス制制度度やや来来年年１１月月かからら始始ままるる電電子子帳帳簿簿保保存存法法にに    

つついいてて、、企企業業のの経経理理業業務務ででははどどののよよううなな対対応応がが必必要要ととななるるののかか、、ままたた、、実実務務上上ののチチェェッックク  

ポポイインントトななどどににつついいててわわかかりりややすすくく説説明明ししまますす。。  

 

 

○○第第１１部部【【午午後後１１時時３３００分分～～午午後後３３時時】】  

演演  題題   「「消消費費税税イインンボボイイスス制制度度へへのの対対応応ととチチェェッッククポポイインントト」」  
関東信越国税局 課税第二部 消費税課 担当官 

 

 

  ○○第第２２部部【【午午後後３３時時１１５５分分～～午午後後４４時時００００分分】】  

   演演  題題  「「電電子子帳帳簿簿保保存存法法のの対対応応ととチチェェッッククポポイインントト」」  
   講講  師師   関東信越国税局 課税第一部 課税総括課 担当官  

           

４４．．会会    費費  無無  料料（（定定員員５５００００名名  ※※定定員員ににななりり次次第第締締めめ切切りりまますす））  

  

５５．．申申込込方方法法  下下記記所所属属法法人人会会ああててにに電電話話ままたたははＦＦＡＡＸＸででおお申申込込みみのの上上、当当日日ごご来来場場下下ささいい。。 

   参参加加申申込込締締切切  ９９月月１１５５日日（（金金）） ※※整整理理券券やや参参加加証証ははごござざいいまませせんん。。  

【申込先】 

法法人人会会名名  電電  話話  ＦＦＡＡＸＸ  法法人人会会名名  電電  話話  ＦＦＡＡＸＸ  

宇都宮法人会 028-648-9466 028-648-9468 大田原法人会 0287-23-4802 0287-22-5985 

鹿沼日光 法人会 0289-65-1201 0289-63-0977 氏 家法人会 028-682-5285 028-682-7109 

真 岡法人会 0285-83-3477 0285-83-3488 足 利法人会 0284-43-2866 0284-43-2867 

栃 木法人会 0282-24-3500 0282-24-3288 佐 野法人会 0283-22-8884 0283-21-2523 

６．問合せ先  （（一一社社））栃栃木木県県法法人人会会連連合合会会（（宇宇都都宮宮市市鶴鶴田田２２－－２２１１－－１１４４））  

TTEELL  002288--664488--99442222  FFAAXX  002288--664488--99442233  

会会員員研研修修会会  参参加加申申込込書書  

法法人人名名   氏氏  名名   

住住  所所   電電  話話   

 

国国税税局局担担当当官官にによよるる「「イインンボボイイスス制制度度」」、、「「電電子子帳帳簿簿保保存存法法」」のの最最新新情情報報のの解解説説！！  

会会 員員 研研 修修 会会 のの ごご 案案 内内  
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有
限
会
社
　
田
口
化
粧
品
店

エ
ス
テ
＆
メ
イ
クcosm

etics shop

ヴ
ェ
ル

株
式
会
社
　
三
橋
電
設

企 

業 

紹 

介

　

弊
社
は
、
真
岡
市
青
田
で
昭
和
５
４
年

か
ら
戸
建
て
住
宅
か
ら
工
場
な
ど
の
電
気

工
事
業
と
し
て
創
業
し
令
和
4
年
２
月
に

事
業
承
継
を
し
て
株
式
会
社
と
な
り
ま
し

た
。

　

真
岡
市
を
中
心
に
電
気
工
事
か
ら
空
調

工
事
ま
で
幅
広
い
ご
依
頼
を
承
っ
て
お
り

ま
す
。
戸
建
て
住
宅
か
ら
工
場
な
ど
の
大

型
施
設
ま
で
、
ど
の
よ
う
な
現
場
に
も
対

応
可
能
で
す
。

　

有
資
格
者
に
よ
る
高
品
質
な
施
工
で
施

設
、
工
場
、
店
舗
な
ど
の
電
気
設
備
や
受

変
電
設
備
、
機
器
更
新
工
事
、
計
装
工
事

ま
た
、
個
人
宅
の
照
明
工
事
、
イ
ン
タ
ー

ホ
ン
取
り
付
け
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
、

テ
レ
ビ
の
ア
ン
テ
ナ
・
共
聴
工
事
の
電
気

工
事
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
快
適
な
生
活
の
た
め
の
空
調

工
事
、
エ
ア
コ
ン
新
設
、
エ
ア
コ
ン
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
、
更
新
工
事
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
気

候
変
動
・
環
境
保
護
の
貢
献
に
繋
が
る
フ

ロ
ン
類
の
回
収
・
破
壊
も
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

地
域
密
着
の
強
み
を
活
か
し
た
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
施
工
を
目
指
し
、
お
客
様
か
ら

の
ご
要
望
に
お
応
え
い
た
し
ま
す
。
電
気

や
空
調
は
、
設
置
場
所
に
よ
っ
て
求
め
ら

れ
る
も
の
が
異
な
り
ま
す
の
で
当
社
は
、

各
現
場
に
合
わ
せ
た
最
適
な
施
工
が
可
能

で
す
。
豊
富
な
実
績
を
活
か
し
た
高
品
質

な
施
工
を
お
約
束
い
た
し
ま
す
の
で
、
小

さ
な
工
事
か
ら
お
悩
み
、
困
り
ご
と
が
あ

る
場
合
も
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

弊
社
は
、
先
々
代
の
祖
父
が
化
粧
品
専

門
店
を
久
下
田
商
店
街
に
開
業
し
て
か
ら

今
年
で
創
業
７
２
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

１
９
９
６
年
7
月
に
カ
ス
ミ
二
宮
店
内

に
テ
ナ
ン
ト
店
と
し
て
支
店
の「
ヴ
ェ
ル
」

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
出
店
し
て
か
ら

顧
客
や
ス
タ
ッ
フ
も
徐
々
に
増
え
ま
し
た
。

　

２
０
１
６
年
に
は
、
N
C
C
コ
ス
テ

テ
ィ
ッ
ク
甲
子
園
の
メ
イ
ク
コ
ン
テ
ス
ト

で
全
国
５
０
０
名
以
上
の
エ
ン
ト
リ
ー
の

中
で
銅
賞
（
三
位
）
を
受
賞
し
、
現
在
は

J
B
M
A
（
ジ
ャ
パ
ン
ビ
ュ
ー
テ
ィ
メ

ソ
ッ
ド
協
会
）
の
認
定
講
師
と
し
て
店
舗

以
外
で
も
メ
イ
ク
指
導
や
団
体
セ
ミ
ナ
ー

で
講
演
会
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

眉
ス
タ
イ
リ
ン
グ
コ
ー
ス
・
フ
ル
メ
イ

ク
コ
ー
ス
も
好
評
で
た
く
さ
ん
の
ご
予
約

を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

も
っ
と
エ
ス
テ
・
メ
イ
ク
コ
ー
ナ
ー
を

広
く
し
て
、
お
客
様
に
く
つ
ろ
ぎ
の
空
間

を
作
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
２
６
年
間

が
ん
ば
っ
て
き
た
テ
ナ
ン
ト
店
を
出
て
本

店
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
改
装
い
た
し
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
７
月
か
ら
赤
い
ド
ア
が
目
を

引
く
ス
テ
キ
な
外
観
に
な
っ
た
本
店
で
営

業
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
化
粧
品
販
売
だ
け
で
な
く
お

客
様
の
肌
に
触
れ
心
に
触
れ
る
接
客
を

モ
ッ
ト
ー
に
予
約
制
で
エ
ス
テ
メ
ニ
ュ
ー

も
充
実
さ
せ
ま
し
た
。
超
音
波
エ
ス
テ
・

E
M
S
を
導
入
し
た
お
肌
内
部
の
筋
肉

を
動
か
し
ハ
リ
を
出
す
エ
ス
テ
・
高
周
波

エ
ス
テ
や
頭
皮
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
ヘ
ッ
ド
ス

パ
）
な
ど
は
大
変
ご
好
評
を
頂
い
て
お
り

ま
す
。
ご
予
約
は
０
２
８
５
（
７
４
）
４

７
５
６
で
承
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
ヴ
ェ
ル
」
は
、
時
代
に

合
わ
せ
て
変
化
し
成
長
し
続
け
て
、
お
客

様
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
お
店
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。


